
60ドル割れ、供給不安は高まらず
NY原油先物相場は、1バレル=60ドルの節目を挟んでじり安の展開となった。ロシア産の供給不安を手

掛かりとした上昇は続かず、戻り売り優勢の展開になった。11月2日の石油輸出国機構（OPEC）プラ

ス会合では、12月に日量13.7万バレルの減産縮小を行うことが合意される一方、来年1～3月期には季

節要因から減産縮小を一時停止する予定が発表された。これを受けて原油相場は一時61.50ドルまで切

り返したが、その後は週を通じて需給緩和見通しの織り込みが優勢になり、11月6日安値は58.83ドル

になった。

米欧がロシア石油会社に対する制裁を発表したことで、ロシア産原油取引には混乱も報告されている。

二次制裁のリスクから中国やインド、トルコなどがロシア産原油の取引を手控える動き、洋上原油在庫

の急増も報告されている。一方で、制裁対象のロスネフチ、ルクオイル以外の石油会社からの調達に切

り替える動きも報告されており、供給リスクのプレミアム加算は見送られている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（10月31日時点）は、原油が前週比520万バレル増、ガ

ソリンが473万バレル減、石油精製品が64万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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60ドル割れ定着を打診する、IEA月報に注目

2

【展望】

供給過剰見通しから戻り売り優勢の展開が続く見通し。ロシ

ア産の供給環境が不安定化しているものの、国際原油需給の

緩和見通しに修正を迫るほどの状況にはない。60ドルの節目

を割り込んだが、更に水準を切り下げる展開が想定される。

今週は12日に石油輸出国機構（OPEC）、13日に国際エネル

ギー機関（IEA）が最新の月報を公表する。特にIEA月報は、

大規模な供給過剰見通しを示したことが原油相場を圧迫する

要因になる展開が過去2ヵ月連続でみられたため、イベント

リスクとして注意が必要。ロシア産の供給障害でも供給過剰

見通しに大きな変化が見られないことが確認されると、原油

相場は下値を切り下げるリスクが高まる。60ドル割れ定着が

進むきっかけになるのかが注目される。

また、米連邦航空局（FAA）が11月7日から国内線の運航便

数を段階的に最大10%削減する緊急命令を出したことにも注

目したい。米政府機関閉鎖の影響で安全面での懸念が高まっ

たことへの対応だが、米国内のジェット燃料需要の落ち込み

が警戒される。政府機関閉鎖の長期化、航空便のさらなる減

便といった動きが広がると、需要サイドの要因で原油相場が

下押しされるリスクが高まる。

一方、ロシア産の供給環境については、依然として不確実性

が大きい。米欧の二次制裁に対する警戒感から、ロスネフチ

とルクオイルとの取引は手控える動きがみられる。現状では

原油相場を大きく押し上げるほどの動きには発展していない

が、米欧が追加制裁に踏み切る可能性もあり、供給不安の織

り込み再開の可能性には注意が必要。まだ米欧の対露制裁が

どの程度のインパクトを生じさせるのかは、不確実性が大き

い。
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